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平成 25年４月定例教育委員会会議録 

 

１．日 時 平成 25年４月 23日（火）午後３時 40分～午後５時 10分 

 

２．場 所 市立公民館・中央地区公民館３階 講座室４ 

 

３．出席者 

  委員長 中野 俊勝  委員長職務代理者 川岸 靖代  委員 坂田 忠義 

  委員 谷口  馨   教育長 永本 定芳 

 

４．事務局出席者 

教育総務部長      板東 正人   学校教育部長       小池 俊一 

生涯学習部長      植原 和彦   理事兼学校管理課長    門林 啓之介 

総務課長        藤原 芳治   産業高校学務課長     直  清司 

学校教育課長      寺田  博    人権教育課長      篠本 治久 

生涯学習課長      佐藤  正      スポーツ振興課長     元廣 秀晴 

郷土文化室長        南  美恵子   図書館長          森  正之 

総務課参事        大西 謙次     総務課参事        中野 忠一 

  学校管理課参事     山本 隆彦   生涯学習課参事     西村 寿員 

  郷土文化室参事     山中 吾朗 

 

開会 午後３時 40分 

前回会議録について承認された。本会議録署名者に川岸委員長職務代理者を指名した。 

傍聴人 0名。 

○中野委員長 

  ただいまから、4 月定例教育委員会会議を開催します。会議に先だちまして、平成 25 年第 1

回定例市議会において、永本定芳様の教育委員の再任と、退任された毛利委員の後任に谷口 馨

様の教育委員任命について議会の同意がありましたことを報告します。併せて永本定芳様につき

ましては、教育委員総意により引き続き教育長を任命したことを報告します。 

 

報告第 15号 平成 25年度教育委員会事務局の異動について 

○中野委員長 

  報告第 15号につきましては、書面での報告です。 

  （教育委員及び事務局職員の自己紹介が行われた） 

 



 2 

 

 

報告第 16号 岸和田市教育委員会点検・評価について 

○中野委員長 

  報告第 16号 岸和田市教育委員会点検・評価について、事務局から説明をお願いします。 

○藤原総務課長 

点検評価につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条に基づき、教育

委員会事務局が、毎年その権限に属する事務についての管理及び執行状況について点検評価を行

い、報告書を作成し、議会に報告し、公表するものであります。今年度も平成 24 年度の施策、

事業を対象として点検評価を実施いたします。平成 25年度に実施する点検評価項目数は 23項目

で、昨年と同じでございます。この点検評価項目の並びと名称につきましては、平成 24 年度の

教育方針の重点項目に沿ったものでございます。点検評価のスケジュールについては、本日ここ

で点検評価項目の報告をさせていただき、各課において点検シートを作成し、評価委員会におい

て評価委員のご意見をいただきながら、点検･評価報告書（案）を作成し、８月の定例教育委員

会でご審議いただき、平成 25 年第３回定例市議会の文教民生常任委員会で報告する予定として

おります。その後、市のホームページに掲載し公表してまいります。 

○中野委員長 

  点検・評価については、平成 20年度から実施され、今年度で 6年目になります。学力向上支

援事業や体力の取組みの推進など、事業によってはただちに著しい改善が見られず、継続して努

力していかなければならない事業もありますが、それ以外の項目については、着実に成果が上が

っているように思います。今年度の点検評価項目の中で進路指導の充実からキャリア教育の充実

に改められており、出口指導に重きをおいている進路指導から、幅広く学ぶ意欲を高めるための

キャリア教育の充実にとの意図があると思うわけですが、中学校の進学指導に関しては今春の府

立高校の入試で後期入試が 2学級分前期入試に変わったことなどにより、進学指導が非常に難し

かったことを聞いております。また来年度は府立高校の校区が撤廃されることもあり、ますます

指導が難しくなっていくように思いますので、進路ガイダンスを充実させるなどの進路指導体制

を整える必要があると考えます。 

○坂田委員 

  生徒指導の充実からキャリア教育の充実に変更されたのは、どのような視点からですか 

○篠本人権教育課長 

  点検評価項目は教育方針の重点項目に沿ったもので、平成 24 年度の教育方針方から、出口指

導だけではなく、自分で進路を選ぶにあたってどのように子ども達を指導していくかという観点

に変更いたしました。もちろん、これまでの出口指導も大切なことからそれも含めてどう指導し

ていくか大事であると考えています。 

○永本教育長 

  教育委員の皆さまには、今なぜキャリア教育の充実が必要なのか、進路担当の者から説明をす

る機会をあらためて設けたいと考えております。 
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報告第 17号 岸和田市教育委員会後援名義使用許可状況について（平成 24年度申請受付分） 

○中野委員長 

  報告第 17号については、書面での報告です。ご意見等ございませんか。 

○藤原総務課長 

  本件は、岸和田市教育委員会が後援名義の使用を許可した団体を一覧にまとめたもので、平成

24年度は 120件許可しました、平成 23年度、平成 22年度はともに 128件を許可しております。 

○坂田委員 

  毎年同じような許可件数ですが、事業を継続実施されている団体が多いということですか。 

○藤原総務課長 

  ほとんどの団体が事業を継続実施し後援名義の許可申請をされています。 

 

報告第 18号 産業高等学校進路状況について（平成 24年度卒業生） 

○中野委員長 

報告第 18号 産業高等学校進路状況（平成 24年度卒業生）について、事務局から説明をお願

いします。 

○直産業高校学務課長 

  平成 24 年度卒業生の進路状況ですが、全日制課程の卒業生 274 名のうち、就職者が 88 名

（32.1％）、進学者が 174名（63.5％）、その他が 12名（4.4％）となっています。定時制課程に

ついては、卒業生 35名のうち、就職者が 10名（28.6％）、進学者 10名（28.6％）、その他が 15

名（42.8％）となっています。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。なにかご質問等ございませんか。 

○中野委員長 

  全日制課程の就職状況ですが、家電の業績不振等により特に大阪では求人状況が厳しかったと

聞いております。そのような状況下において産業高等学校卒業生の就職率が高かったことは、皆

さんの努力のおかげであると思います。今年の卒業式において、全国商業高等学校協会から表彰

を受けた生徒数が過去最多数であるとお聞きしました。これは、岸和田市立産業高等学校の特色

の一つになると考えます。学科ごとに資格取得者数の増加を目標に取り組み、校内だけでなく校

外にもアピールするなどし、本校の特色作りに取り上げていくことが大事であると考えます。 

  資格取得することで、進学に関しては特別推薦の枠が活用でき、就職に関しても有利になると

思いますので、資格取得者率日本一を目指すぐらいの意気込みで取り組んでもらいたいと思いま

す。 

 

報告第 19号 平成 25年度支援学級、通級指導教室設置校について 

○中野委員長 

報告第 19号 平成 25年度支援学級、通級指導教室設置校について、事務局から説明をお願い



 4 

 

 

します。 

○篠本人権教育課長 

支援学級の設置につきましては、小学校では、24 校全校において設置することができ、72 学

級の設置で昨年より 4学級の増加です。在籍児童数は 359名で昨年より 15名増えております。

中学校では、昨年に引き続き 11校において 32学級の設置、在籍生徒数は 139名で、昨年より 4

学級、４名が増えております。支援学級在籍児童数は毎年増加傾向にあり、平成 20 年度と比べ

ますと、約 200名の生徒増加となっています。また、通級指導教室につきましては、小学校で５

教室、中学校で１教室の設置で、通級児童数につきましては、小学校で 64 名、中学校では５名

でございます。通級指導教室は、これまで言語障がいと発達障がいの種別を分けて設置しており

ましたが、言葉の課題の背後には、発達の課題があることが多いこと、また、できるだけ近くの

学校の通級指導教室に通えるよう、すべての通級指導教室を発達障がいという種別で設置いたし

ました。ことばの指導に関しましては専門性が必要とされていますが、すべての通級指導教室で

研修等に取組み、同じ指導ができるように教員のレベルアップを図っていきたいと考えておりま

す。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。なにかご質問等ございませんか。 

○坂田委員 

  説明の中で、平成 20年度に比べ児童生徒数が 200名ほどの増えているとのことですが、原因

はどのように分析していますか。 

○篠本人権教育課長 

  保護者の方の理解が進んだことと、発達障がいに関する認識が広がったことによると考えます。 

 このような状況は、岸和田市だけのことではなく全国的な傾向であるようです。 

○中野委員長 

  このような状況の中、今年度の予算では、支援学級指導員の増員について予算措置されたこと

は、喜ばしいことだと思っています。 

○篠本人権教育課長 

  今年度、12名の支援員の配置予算が措置されましたが、すべての学校に配置できるよう予算確

保に努めていきます。 

 

報告第 20号 平成 25年度公民館・市少年会館等館長について 

報告第 21号 フレンドシップコンサートの開催について 

○中野委員長 

  報告第 20号及び報告第 21号については、書面での報告です。ご意見等ございませんか。 

○佐藤生涯学習課長 

  フレンドシップコンサートの開催については、市内の学校や青少年による吹奏楽・合唱グルー

プの参加者及び指導者が、音楽を通して相互協力する中から、協調性や連帯感を持ち、視野を広
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め、将来にわたって音楽に接する素晴らしさを体験するとともに、広く市民に公開して青少年文

化の振興と啓発に資することを目的としています。6月 16日（日）に岸和田市立浪切ホールの大

ホールにおいて開催します。今年度は交流を促進するため、だれでも自由に参加できる合同練習

を事前に 7回開催することとしています。 

 

報告第 22号 新公民館の名称決定について 

報告第 23号 新図書館の名称決定について 

○中野委員長 

  報告第 22号及び報告第 23号は、今年度新設される市民センターに設置される公民館及び図書

館の名称の報告です。それぞれ事務局から説明をお願いします。 

○佐藤生涯学習課長 

  本件は、今秋に完成予定の市民センター2館に設置される公民館の名称を定めましたので報告

するものです。八木市民センター内に設置される公民館は「岸和田市立八木地区公民館」とし、

桜台市民センター内に設置される公民館は「岸和田市立常盤地区公民館」としました。6月の定

例市議会において公民館等の設置条例の改正を予定しております。 

○森図書館長 

  図書館についても公民館と同様に、市民センター2館に設置される図書館の名称を定めました

ので報告するものです。八木市民センター内に設置される図書館は「岸和田市立八木図書館」と

し、桜台市民センター内に設置される図書館は「岸和田市立桜台図書館」としました。公民館同

様に 6月の定例市議会において図書館の設置条例の改正を予定しております。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。なにかご質問等ございませんか。 

○永本教育長 

  市民センターについては、公募によりそれぞれ名称が決定されました。公民館及び図書館につ

いては、公募は行っておりませんが、地域の方々のご意見を伺いながらそれぞれの名称を決定し

たしました。 

 

報告第 24号 岸和田城天守閣次期展示について 

○中野委員長 

  報告第 24号については、書面での報告です。ご意見等ございませんか。 

○南郷土文化室長 

  本件は、5月 15日から 9月 1日まで、岸和田城天守閣 2階展示室において、企画展「岸和田の

近世絵図と古文書」を開催するものです。内容は、岸和田市域に関わる近世の村絵図や水利絵図

等を展示し、各地区の歴史的景観をたどりつつ、関連する古文書をあわせて展示することにより

絵図制作の背景にある地域史を再構成するものです。 

○中野委員長 
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  報告は以上です。他に何かありませんか。 

  それでは、議案の審議に移ります。 

 

議案第 25号 岸和田市教育委員会評価委員会委員の委嘱について 

○中野委員長 

  議案第 25 号 岸和田市教育委員会評価委員会委員の委嘱について、事務局から説明をお願い

します。 

○藤原総務課長 

  岸和田市教育委員会評価委員会の委員につきましては、昨年の 6月 6日に岸和田市教育委員会

評価委員会設置要綱に基づき、平成 26年 3月 31日までの任期で委嘱しておりますが、岸和田市

附属機関条例の改正に伴い、当該委員会が平成 25年 4月 1日より岸和田市の附属機関に位置づ

けられたため、本市の附属機関の委員として、改めて委嘱するものです。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。特にないようですので、原案のとおり承認し

ます。 

 

議案第 26号 岸和田市学校園結核対策委員会委員の委嘱について 

○中野委員長 

  議案第 26 号 岸和田市学校園結核対策委員会委員の委嘱について、事務局から説明をお願い

します。 

○藤原総務課長 

  岸和田市学校園結核対策委員会の委員につきましても、これまで要綱に基づき委員委嘱を行っ

ておりましたが、岸和田市附属機関条例の改正に伴い、当該委員会が平成 25年 4月 1日より岸

和田市の附属機関に位置づけられたため、本市の附属機関の委員として委嘱するものです。 

 委員の任期は 2年と定めており、新たに委員となられる方については、平成27年 3月 31日まで、

昨年度に委員に委嘱された方については、今年度末までの任期として改めて委嘱するものです。。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。特にないようですので、原案のとおり承認し

ます。 

 

議案第 27号 平成 25年度教科等指導員・研究員の委嘱について 

○中野委員長 

議案第 27号 平成 25年度教科等指導員・研究員の委嘱について、事務局から説明をお願いし 

ます。 

○寺田学校教育課長 

  本件は、豊かな教育活動の創造を図るとともに本市の教育の振興を図るため、教科等の指導員
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及び研究員を委嘱するものです。今年度は、音楽、技術、特別支援教育、健康教育、食育の 5つ

の教科についてそれぞれ 1名の指導員を、また、理科、情報教育、特別支援教育の 3つの教科に

ついて計 8名の研究員を委嘱するものです。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。 

○中野委員長 

  教科等指導員についてですが、現在の情報化、国際化社会において、情報教育と外国語教育に

関しては注目されている教科であると思います。今年度は情報教育、英語とも指導員の委嘱がな

いのが気になるのですが、どのような状況ですか。昨年、一昨年の取組みで、中学校の先生が小

学校に出向き、小中連携での英語の指導をされている先生がいらっしゃいました。このような実

践を積んでおられる先生が指導員として提言する内容と、指導主事が指導する内容とでは重みが

違ってくるのではないかと思うわけですが、いかがでしょうか。 

○寺田学校教育課長 

  指導員の役割は、実際に授業を見に行き、授業の指導助言を行います。本来なら教育委員会事

務局の担当指導主事が行うものです。現在、情報教育、英語に関しては、それぞれの教科に精通

した指導主事が事務局におりますので、その者が指導助言を担当することとしています。加えて、

外国語教育に関しましては、中学校におけるＡＬＴによる派遣授業の実施や小学校における外国

語授業の補助員の配置など外国語教育の充実にむけた取組みを行っているところです。 

○永本教育長 

  本来なら教育委員会事務局の指導主事がすべての教科について、現場での指導助言ができれば

いいのですが、人数や得意とする教科のバランスの関係で、不足するところについては現場の教

員を指導員・研究員として活用し補うようにしております。 

○中野委員長 

  他にご意見等ございませんか。ないようですので、原案のとおり承認します。 

 

議案第 28号 平成 25年度岸和田市適正就学指導委員の委嘱について 

○中野委員長 

  議案第 28号 平成 25年度岸和田市適正就学指導委員の委嘱について、事務局から説明をお願

いします。 

○篠本人権教育課長 

  本件は、岸和田市立小・中学校に在籍する児童・生徒、及び小学校入学予定児童のうち、特に

個々の特性に応じた教育を必要とする児童等の適正な就学指導・支援を行うとともに、特別支援

教育の振興と充実を図るため、岸和田市附属機関条例及び岸和田市適正就学指導等に関する委員

会規則に基づき、平成 25 年度の岸和田市適正就学指導委員を委嘱するものです。委員は 2 名 1

組で、学校に児童生徒の様子を見に行き、担任の教師から話を聞き、発達相談員による検査と合

わせて委員会において審議し、適正な学びの場を判断していきます。 
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○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。特にないようですので、原案のとおり承認し

ます。 

 

議案第 29号 岸和田市教育委員会電子署名実施規程の一部改正について 

○中野委員長 

  議案第 29 号 岸和田市教育委員会電子署名実施規程の一部改正について、事務局から説明を

お願いします。 

○藤原総務課長 

  本件は、本市における情報システムの更新に伴い、当該システムの管理及び運営に関して必要

な事項を定めた岸和田市電子計算機及び情報システム管理運用規程が平成 25年 4月 1日付で全

部改正されたことを受け、岸和田市教育委員会電子署名規程の一部に、改正前の岸和田市電子計

算機及び情報システム管理運用規程の引用箇所があるため、整備を図るものです。なお、この一

部改正の施行日は、庁達の公表の日から施行するものとします。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。特にないようですので、原案のとおり承認し

ます。 

 

議案第 30号 補正予算について（総務課 事業費補正） 

○中野委員長 

  議案第 30号 補正予算（総務課 事業費補正）について、事務局から説明をお願いします。 

○藤原総務課長 

  平成 25年 3月 12日に、岸和田コスモスライオンズクラブ様より、教育振興に充てて頂きたい

との趣旨で 10 万円のご寄附を頂きました。つきましては、頂いた寄附金を教育基金に積み立て

るため、平成 25年第 2回定例市議会において歳入歳出予算補正を計上するものです。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。特にないようですので、原案のとおり承認し

ます。 

 

議案第 31号 補正予算について（学校管理課 事業費補正） 

○中野委員長 

  議案第 31 号 補正予算（学校管理課 事業費補正）について、事務局から説明をお願いしま

す。 

○門林理事兼学校管理課長 

  平成 25年 4月 9日に、市内在住の梶野郁子様より、幼児教育振興に充てて頂きたいとの趣旨

で 100万円のご寄附を頂きました。つきましては、頂いた寄附金を活用し、幼稚園で使用するコ



 9 

 

 

ピー、ファクス、プリンター、スキャナー機能を備えた複合機の購入を行うため、平成 25年第 2

回定例市議会において歳入歳出予算補正を計上するものです。 

○中野委員長 

  説明が終わりました。ご意見等ございませんか。特にないようですので、原案のとおり承認し

ます。 

 

議案第 32号 教職員人事について 

○中野委員長 

  次の議案第 32 号は人事案件でございますので、非公開とさせていただきますがよろしいでし

ょうか。 

○中野委員長 

  非公開への賛同がございましたので、そのようにさせていただきます。関係者以外は退席願い

ます。 

（教職員人事について審議され、承認された） 

○中野委員長 

  これをもちまして本日の定例教育委員会会議を閉会します。 

 

閉会 午後 5時 10分 

 

 

本会議録に相違ないことを認め署名する。 

 

 

 

委員長 

 

 

 

署名委員 

 

 


